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2015 年はどんな年？  

 

参考資料： 『ミレニアム開発目標報告 2014』、 国連広報センターHP  

 

 
～国連創設 70 周年～  

1945 年に創設された国連は今年で 70 周年を迎えます。世界 193 カ国 

が集う「国と国との交流の場」ともいえる国連は、“Strong UN. Better  

World.”を合言葉にこれからも加盟国とともに歩み続けます。 

また、国連は持続可能な成長のために、加盟国だけでなく企業や大学 

などの高等教育機関とも連携する、次のような取り組みを始めています。 

＊国連グローバル・コンパクト（UNGC） 

2000 年に国連本部で発足したイニシアチブ。各企業・団体が「人権」・「労働」・「環境」・「腐敗防止」の 

4 分野・10 原則を軸に活動を展開しています。（日本の加盟数：195 企業・団体〔2014 年 10 月現在〕） 

＊国連アカデミック・インパクト（UNAI） 

  2009 年より本格化した国連と高等教育機関を結びつける取り組み。世界の高等教育機関（主に大学）に対し

て、4つの枠組みに基づく 10 原則のうち毎年少なくとも１つの原則を実施することが求められます。 

（日本の加盟数:27 大学〔2014 年 12 月現在〕） 

ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ） 

達成期限の年！ 

2000 年のミレニアム・サミット 

で設定された「ミレニアム開発目 

標(MDGs)」という 8つの開発目標 

の達成期限は今年、2015 年です。 

それぞれの目標は達成されたので 

しょうか？ 

「ミレニアム開発目標報告 2014」 

によると、「1日 1ドル未満で生活する人々の割合が半

減」｢初等教育の男女比が全開発途上国でほぼ平等｣な

どの目標が達成されました。けれども、貧困問題や幼

児死亡率、妊産婦の健康状態の改善などさらに努力が

求められる目標も残っています。2015 年以降の目標と

しては「持続可能な開発目標(SDGs:Sustainable 

Development Goals)」が新たに設定される予定です。

 2015 年の国際年 

国際光年（光および光技術の国際年） 

（The International Year of Light：IYL2015）

国連とユネスコ（国際連合教育科学文化機関）は 

2013 年に「2015 年を国際光年（光および光技術の国 

際年）にする」ことを決議しまし 

た。（決議番号：A/RES/68/221）  

国際光年は、光の技術を活用し 

て、どのように「持続可能な開発」 

を促進し、エネルギー、教育、農 

業、および健康分野などの課題へ 

の解決策をもたらすかについての啓発を呼びかけて

います。 

毎日の暮らしに欠かせない光は、今後も様々な分野

で重要な役割を果たしていくと考えられます。 

 
MDGs Report 2014



 
  
 
 
 
 
 

  
 

 

 

国連は世界中のさまざまな課題に取り組んでいます。 

このコーナーでは、国連のホームページで紹介されている 30 の Global Issues についてアルファベット 

順にご紹介します。（http://www.un.org/en/globalissues/）第 5回目は下記のキーワードです。 
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本号で取り上げた刊行物等は、京都国連

寄託図書館でご覧になれます。 

ぜひ、この機会に京都国連寄託図書館へ

足をお運びください。 

Global Issues A t o Z (第 5 回 )  

「地球温暖化パネル展」を開催しました！ 
 

10/27（月）～11/14（金）、JCCCA(全国地球温暖化防止活動推進センター) 

およびツバル･オーバービューのご協力を得て、「ツバルとそこに暮らす人々」、 

「地球が病気？（世界各地での写真）」、「敏感な私たち（温暖化の影響写真）」 

などのパネルで「地球温暖化」について紹介しました。 

 DEVELOPMENT〔開 発（経済社会開発）〕        

国連は、国際平和と安全は世界中の人々に対する経済社会開 

発によって達成されるという信念の下で活動を行っています。 

2000 年には「ミレニアム開発目標（MDGS）」の設定により 2015 

年までに達成すべき 8つの目標を掲げ、極度の貧困と餓えの撲 

滅、初等教育の完全普及などを目指しました。 

関連機関：国際連合開発計画（ＵＮＤＰ） 

 http://www.undp.org/content/undp/en/home.html  

 

DISARMAMENT〔軍 縮〕            

国連の主要目的のひとつである「国際平和と安全の維持」の 

活動の中心は「多国間軍縮」と「軍備規制」ですが、その中で 

も、核兵器の削減と廃絶、兵器の廃棄、生物兵器禁止の強化を 

最優先課題としています。  

 関連機関：国連軍縮部（ＵＮＯＤＡ） 

http://www.un.org/disarmament/   

              

 ENVIRONMENT〔環 境〕  

環境の保全については国連システム全体で取り組んでいます 

が、この領域を先導している機関は国連環境計画（UNEP）です。 

UNEP は環境に関する科学知識と情報を普及させることを任務と 

し、また環境に関する国際協定の交渉の場を作ってきました。  

関連機関：国連環境計画（ＵＮＥＰ）http://www.unep.org/ 

関連資料 「人間開発報告書」 

   （Human Development Report） 

  
 最新は 2014 年版【日本語概要版もあり】

軍縮に関する主な多国間条約 

・核兵器不拡散に関する条約 

（NPT･1963 年採択） 

・包括的核実験禁止条約 

（CTBT･1996 年採択） 

・化学兵器禁止条約（CWC･1993 年採択） 

環境に関する主な条約、議定書 

・生物多様性条約（CBD･1992 年採択） 

・気候変動枠組条約（UNFCCC･1992 年採択）

・京都議定書（Kyoto Protocol･1997 年採択）

・砂漠化防止条約（UNCCD･1994 年採択） 

1990 年以降

国連開発計画

(UNDP)が毎年

刊行している

報告書。 

参考資料：『国際連合の基礎知識』、国連広報センターHP        
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